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平成 28年 6月 28日 
 

経審博士 13 の「とび・土工」と「解体」の完工高・元請完工高の入力方法 

 
 完成工事高入力の集計方法の訂正 
平成 28年 6月 1日より、「解体工事業」が新設され、平成 31年 5月まで 3年間の経過処置が採用さ
れます。この経過措置の間での経審博士 13 を用いた入力方法を解説します。なお、ここでは完工高で
解説しますが、元請完工高も同様に処理します。 

 
サンプル企業として、今まで「土木一式」と「とび・土工工事業」、「解体工事業」を実施してきた企

業を下記の実績で行っていたとします。。 

NO 工種 直前３期 基準決算以前 基準決算
1 土木一式 1,000,000 1,200,000 1,100,000
2 とび・土工・コンクリート 500,000 550,000 350,000
(とび・土工) 300,000 350,000
解体 200,000 200,000 250,000

3 その他 1,000 2,000 3,000
合計 1,501,000 1,752,000 1,703,000  

  上記の表は、直前３期、基準決算以前が改正までの実績で、赤字の数値が「旧とび・土工・コンク
リート」の「とび・土工」と「解体」の内訳とします。 
 
１．「とび・土工」と「解体」を申請するとき(同時に「土木一式」も申請します。) 

 

 
1）直前３期と基準決算以前の「とび・土工・コンクリート」は「とび・土工」と「解体」に分

けてそれぞれ入力をします。 
2）経過処置の３年間は、「とび・土工」と「解体」は「とび・土工・コンクリート(経過処置)」

として評価されます。 
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２． 「とび・土工」のみ申請するとき(同時に「土木一式」も申請します。) 

 

 

1）直前３期と基準決算以前の「とび・土工・コンクリート」は「とび・土工」と「解体」に分
けて、「とび・土工」は「とび・土工・コンクリート」に、「解体」は「その他(経過処置)」
にそれぞれ入力をします。 

2）このとき「解体」は申請を外し、各年度に 0を入力します。 
3）経過処置の３年間は、「とび・土工・コンクリート」と「その他(経過処置)」の合計で「と

び・土工・コンクリート・解体(経過処置)」として評価されます。 

 
 
３． 「解体」のみ申請するとき(同時に「土木一式」も申請します。) 

 

 
1）直前３期と基準決算以前の「とび・土工・コンクリート」は「とび・土工」と「解体」に分

けて、「とび・土工」は「その他(経過処置)」に、「解体」は「解体」にそれぞれ入力をしま
す。 

2）このとき「とび・土工・コンクリート」は申請を外し、各年度に 0を入力します。 
3）経過処置の３年間は、「解体」は、「解体」と「その他(経過処置)」の合計で「とび・土工・

コンクリート・解体(経過処置)」として評価されます。 

 
 
 

その他(経過処置)」に「解体」の数値を入力 

その他(経過処置)」に「とび・土工」の数値を入力
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「解体」のみを選択したときのサンプル 

 

 

 

「その他(経過処置)」に「とび・土工」の数値を入力する。 
「とび・土工・コンクリート・解体(経過措置)」は、「解体」
と「その他(経過処置)」の合計数値が自動的に入る。 

「解体」、「とび・土工・コンクリート・解体(経過措置)」の計
算がされる 


